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• 現在、七飯町に設置されている七飯町スポーツセンターは、町⺠の⼼⾝の健全な発達及び体育活動の普及振興を図るため、昭和47年
（1972年）に七飯町⺠プール、昭和48年（1973年）に七飯町スポーツセンターが建設され、⻑い間町⺠に利⽤されています。

スポーツセンター 町⺠プール
所在地 七飯町本町5丁⽬6番1号
床⾯積 2,179.69㎡ 1,423.01㎡
構造 鉄筋コンクリート平屋建 鋼板製
竣⼯ 昭和48年 昭和47年

建設事業費 158,696千円 22,813千円

その他
バスケットボール（2⾯）
バレーボール（2⾯）
バドミントン（6⾯）

7レーン（25ｍ）

施設の概要

（１）スポーツセンターの現状

年間利⽤者数の推移

第1体育室

町⺠プール
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第3体育室

トレーニング室第2体育室

テニスコート
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• スポーツセンターの利⽤状況について、新型コロナウイルスによる影響がない平成28年から平成30年の３か年の平均値で整理しまし
た。

（２）スポーツセンターの利⽤状況
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スポーツセンターの問題点は以下のとおりです。

（３）スポーツセンターの問題点

項⽬ 現状の問題点

第１体育室

・天井が低いため公式規格コートの確保が難しい。
・アリーナが１つしかなく、効率的な活⽤が図れない。
・冷房設備がない。
・⽇常的に稼働率が⾼く、競技スペースが不⾜している。
・ブラインドの隙間やスモークガラスの剥がれによる採光により眩しい。

第２体育室 ・主に格技場として利⽤しているが、柔道及び剣道・空⼿等のスペースが狭い。
・冷房設備がない。

第３体育室
・冷暖房設備がない。
・床がコンクリートのため、利⽤者の体への負担が⼤きい。
・１⾯がガラスで遮光するものがなく、⻄⽇が⼊り夏は暑く眩しく、冬は寒い。

ランニングコース ・設置されていない。

トレーニング室 ・トレーニングに必要な機器は揃っているが⽼朽化している。
・ランニングマシーン及びサイクリングマシーンは不⾜しているが置くスペースがない。

観覧席 ・各種⼤会やイベント時には狭い。
・アリーナ内にあるため、競技中のボール等が⾶んできて危険である。

会議室 ・会議室や⼤会本部席、審判控室となる部屋がない。

ホール ・狭いため、⼤会時には選⼿の待機場所として利⽤できない。
・１⾯がガラスで遮光するものがなく、窓もないため⻄⽇が⼊り夏は暑く眩しい。

トイレ ・⼤会・イベント時に不⾜している。特に⼥⼦トイレは⽇常的に不⾜している。
・⾝障者⽤のトイレがない。

更⾐室 ・シャワー室のシャワーが⽇常的に不⾜している。
・鍵付きロッカーがない。

（1/2）
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項 ⽬ 現状の問題点

駐⾞場 ・駐⾞場が少なく⽌めにくい。
・屋根付き駐輪場がない。

遊戯室 ・書庫として利⽤しているため、⼦どもが遊ぶ場所がない。

町⺠プール ・学校⽔泳授業以外の利⽤者が少ない。
・⽔温が低い。

その他
・現在、施設の⽼朽化の影響で施設設備の修繕が多発している。
・ボイラー蒸気管の⽼朽化により、厳冬期には温度が不⾜している。
・耐震性に課題がある。
・バリアフリー対応となっていない。

（2/2）

スポーツセンターの再整備に向けた主な課題は以下のとおりです。

（４）再整備に向けた課題

・サブアリーナの設置等規模拡⼤の検討
・最新施設の空調、照明器具
・格技や軽体操等のスペース確保の検討
・トレーニング機器の充実

・⼤会・イベント等に対応できる観客席の検討
・多⽬的に利⽤できる会議室設置の検討
・規模に対応した快適なトイレ、シャワー室等の検討 等
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• 現在、七飯町に設置されている図書室は3箇所あり、昭和45年（1970年）に七飯町図書室（本町地域センター）が開設され、その後、
昭和55年（1980年）⼤沼に婦⼈会館図書室、平成6年（1994年）に⼤中⼭コモン図書室を開設し、町内全域への図書サービス拡⼤
をはかっています。

（１）図書室の現状

七飯町図書室

七飯町図書室 ⼤中⼭コモン ⼤沼婦⼈会館

所在地 七飯町本町4
丁⽬8番1号

七飯町⼤中⼭
3丁⽬275番
地２

七飯町字⼤沼
町212番2

延床⾯積 78㎡ 45.6㎡ 35.0㎡
開設 昭和45年 平成6年 昭和55年

資料数 28,000冊 8,300冊 2,300冊

備考
• 移動図書館を含めると、町内の図書室は6、
7箇所存在する。

• 上記3箇所以外の図書室は、本棚が設置され
ている程度の規模である。

施設の概要

【七飯町図書室の利⽤状況】
• 年間利⽤者数は、4,500⼈程度で、定期的に利⽤してい
る⽅が多い状況です。

• 65歳以上の⽅の利⽤が7割程度で、⼩学⽣までの親⼦が3
割程度で、20代・30代の利⽤はほとんどみられません。
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開架スペース 閉架スペース

閲覧スペース 図書検索システム



18,424
13,384 14,480 13,713 14,906

6,603

4,714 4,181
2,285 2,112

235

322 386
230 241

25,262

18,420 19,047
16,228 17,259

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

七飯町図書室 ⼤中⼭コモン ⼤沼婦⼈会館（冊）

30,900 30,900 31,300 30,800 28,000

8,400 7,600 8,100 7,600
8,300

1,500 1,800 1,800 1,800 2,300

40,800 40,300 41,200 40,200 38,600

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

七飯町図書室 ⼤中⼭コモン ⼤沼婦⼈会館（冊）

２．図書室の現状と課題について

8

②利⽤の状況
• 七飯町の図書の貸出冊数は、減少傾向にあります。
• 要因としては、若年層を中⼼とした図書離れが考えられます。
特に、若年層については、スマートフォンやタブレットの普及
に加え、YouTubeをはじめとするデジタルコンテンツの発達に
伴い、紙媒体の利⽤が⼤幅に減少しています。

• 今後は、これまでの利⽤層に加え、若年層のニーズにも応える
ような資料の収集と提供に努めるとともに、デジタル資料の提
供の仕⽅も⼯夫していく必要があります。

①資料の状況
• 七飯町全体の資料数は、令和3年度末現在、約3万8千冊です。
このうち、七飯町図書室の資料は約2万8千冊ですが、蔵書能
⼒（約2万冊）を超える資料となっています。

• ⽇本図書館協会が作成した「公共図書館の任務と⽬標」が⽰
す基準では、七飯町の⼈⼝に対して、図書館の蔵書冊数は約
15万冊程度となっています。つまり、七飯町全体としては、
さらに約11万冊の資料の蓄積が望ましいと考えられます。

• その⼀⽅で、今後七飯町の⼈⼝は徐々に減っていくと推計さ
れており、また電⼦書籍の資料数が増えることを考慮する必
要があります。

資料数の推移 貸出数の推移
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（２）図書室の課題
図書室の課題は以下のとおりです。

課題 内容

(1)資料を保存することの
限界

• 七飯町図書室は、収蔵能⼒を約2万冊として開館した図書室ですが、そこに約2万8千冊の資料が収蔵さ
れ、現時点で資料を保存するという図書館としての機能を果たすことが厳しい状況になっています。

• 今後、多様化する町⺠の学習ニーズに応えるため、様々な資料を揃えるに際しても、さらなる保管場所
の確保は難しく、これ以上資料を増やすこともできない状況にあります。

(2)スペース不⾜による
サービスの低迷

• 開架スペース、閲覧スペースともに狭隘化が進み、レファレンスに対応する専⽤カウンターもなく、ス
ペースも不⾜していることから、資料提供サービスの質は低迷しています。

• 現在の限られたスペースでは、町⺠が交流する「場」の提供やボランティア活動などの図書活動も展開
できない状況となっています。

(3)⽼朽化する施設と
利⽤しにくい環境

• 建物の躯体のほか、暖房、電気、⽔道給排⽔関係などといった諸設備の⽼朽化も著しく、改修ではなく
改築が必要な時期にあります。

• 古い建物であり、施設の設計⾃体にユニバーサルデザインの思想が乏しかったことから、トイレ設備な
どは障がいがある⽅には使いにくく、⼦育て中の⽅が利⽤する授乳室等も確保することができない状況
です。

• さらに、施設にはエレベーター設備がないことから、⾞イスの⽅は利⽤することができない施設となっ
ています。

２．図書室の現状と課題について


